


畜産農家の皆様へ

原子力発電所における事故に伴い、通常よりも高いレベルで放射線量が

検出されている地域があります。

このような地域では、粉じん等に付着して落下してくる放射能をもつ物質

（放射性物質）が飼料や水にかからないよう、当面の間、飼養管理に当たって

は以下の点に注意してください。

１ 飼料

家畜に放射性物質がかかった牧草、乾草、サイレージなどの飼料を与える

ことがないように、

（１）事故の発生前に刈り取った飼料を使いましょう。

（２）倉庫など屋内で保管された飼料を使いましょう。

（３）屋外で保管されている飼料については、ラップ等で空気に触れない状態

で保管されたものだけを使いましょう（念のため、使う前に乾草等を覆って

いるラップ等を布で拭いたり、水洗いしましょう。）。

２ 家畜の飲用水

飲用水が落下してくる放射性物質に汚染されないように、

（１）水道水や井戸水を使用し、わき水や流水等の使用は避けましょう。

（２）貯水槽には蓋をしましょう。

（３）舎外の水槽等で水を与えることは避けましょう。

３ その他

舎外で飼養すると、水、草や土から放射性物質を摂取する可能性がありま

す。当面、放牧等はやめて畜舎内で飼育しましょう。

注）大気中の放射線量については、以下等をご覧下さい。

http://www.kantei.go.jp/jp/kikikanri/jisin/20110311miyagi/monitoring.html
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